














はじめに 

先天異常モニタリングは,何らかの催奇形物質の集団規模の導入がなければ,奇形発生はほ

ぼ一定で,モニタリングが一見無駄なように思える。しかしこれはわれわれが安心して生活

してゆく上での保険のようなものなのである。本年度は過去 6年間の奇形発生状況を概観

し,妊婦喫煙と奇形発生の関係について詳細に検討した。 

まとめ 

1.過去 6年間の KAMP における外表奇形の発生状況は平常であった。 

2.現状を反映させるために,新しいベースラインを設定した。 

3.奇形の診断時期の検討により,無脳症,腹壁異常,大きな四肢奇形などは出生前に診断さ

れやすいことが判明した。 

4.妊婦の喫煙と奇形,とくに多指症との関係がケースコントロールスタディーにより証明

された。 

5.モニタリング効率を上げるためには，サンプルサイズを大きくすること,把握率と診断精

度を向上させること,およびケースコントロールスタディーを実施できるシステムにして

おくことが重要である。 


